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全
国
の
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
た
、
聴

覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
53
施
設
と
４
施

設
か
ら
な
る
、
全
国
聴
覚
障
害
者
情
報
提

供
施
設
協
議
会
の
２
０
２
２
年
度
総
会
が
、

６
月
17
日
（
金
）
に
名
古
屋
市
で
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
方
式
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
協

議
会
理
事
長
の
中
西
と
施
設
長
代
理
の
戸

知
谷
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
の
事
業
運

営
並
び
に
経
営
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題
に

つ
い
て
研
究
・
討
議
し
た
２
０
２
１
年
度

の
報
告
と
２
０
２
２
年
度
の
計
画
、
決
算
・

予
算
に
つ
い
て
全
議
案
が
承
認
さ
れ
、
あ

ら
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
主
な

報
告
と
し
て
は
、
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

事
業
、
遠
隔
手
話
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
映
像

情
報
提
供
事
業
に
係
る
シ
ス
テ
ム
構
築
に

関
す
る
厚
生
労
働
省
へ
の
要
望
、
意
思
疎

通
支
援
専
門
委
員
会
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
等

に
関
す
る
専
門
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告

で
し
た
。

　

総
会
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
研
修
で

は
、
厚
生
労
働
省
社
会
援
護
局
自
立
支
援

振
興
室
室
長
補
佐
の
富
原
博
氏
よ
り
「
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
聴
覚
障
害

者
情
報
提
供
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。
字
幕
付
き
放
送
の
普
及

は
向
上
を
み
せ
て
い
る
が
、
手
話
通
訳
（
ワ

イ
プ
）
付
の
放
送
は
ワ
イ
プ
の
オ
ン
・
オ

フ
の
技
術
を
含
め
普
及
に
至
ら
な
い
な
ど

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
視
覚
障
害

者
向
け
の
情
報
を
点
字
、
音
声
デ
ー
タ
で

提
供
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
「
サ

ピ
エ
」
を
自
身
で
研
究
開
発
、
普
及
に
尽
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力
さ
れ
た
山
田
智
直
氏
の
報
告
を
も
と
に
、

聴
覚
障
害
者
版
の
研
究
を
見
据
え
た
展
望

が
話
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
石
野
理
事
長
か
ら
、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

は
、
た
と
え
ば
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

手
話
で
投
稿
し
、
多
く
の
聴
覚
障
害
者
で

共
有
で
き
る
」
な
ど
大
き
な
可
能
性
を
示

す
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

だ
れ
も
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
情
報
に
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
。
そ
の

た
め
の
情
報
提
供
施
設
の
役
割
は
大
き
い
。

身
近
な
聴
覚
障
害
者
の
細
か
な
ニ
ー
ズ
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
当
事
者
は
何
を
求
め

て
い
る
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
人

材
が
必
要
か
も
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
て
い

る
、
と
感
じ
ま
し
た
。

　

４

月

23

日(

土)

午

前

10

時

か

ら

２
０
２
２
年
度
新
規
登
録
意
思
疎
通
支
援

者
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
の
中
西
所
長
よ

り
認
定
証
の
交
付
が
あ
り
、
新
規
意
思
疎

通
支
援
者
７
名
中
５
名
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
中
西
所
長
の
挨
拶
、
滋

賀
県
ろ
う
あ
協
会
の
祐
耆
会
長
、
滋
賀
県

中
途
失
聴
難
聴
者
協
会
の
板
垣
会
長
代
理

の
ご
挨
拶
と
お
祝
い
、
そ
し
て
激
励
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
規
意
思
疎
通

支
援
者
の
み
な
さ
ん
か
ら

も
力
強
い
決
意
表
明
が
あ

り
、
今
後
の
ご
活
躍
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

全
国
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
協
議
会

全
国
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
協
議
会

～
２
０
２
２
年
度　

第

～
２
０
２
２
年
度　

第
1818
回
施
設
大
会
の
開
催
～

回
施
設
大
会
の
開
催
～

新規登録者に認定証の交付新規登録者に認定証の交付
～意思疎通支援者～～意思疎通支援者～
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手
話
啓
発
講
座
に
つ
い
て

　

当
法
人
協
会
で
は
、
手
話
言
語
や
き

こ
え
な
い
・
き
こ
え
に
く
い
人
の
こ
と

へ
の
理
解
を
広
め
る
た
め
に
、
行
政
を

は
じ
め
、
職
場
で
の
手
話
研
修
や
小
・

中
学
校
な
ど
教
育
機
関
の
手
話
体
験
講

座
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
に
応
じ
て
、

講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
「
子
ど
も
た
ち
が
手
話
を

体
験
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
を
学
ん
で
欲
し
い
」
「
き
こ
え

な
い
、
き
こ
え
に
く
い
人
が
窓
口
に
来

た
ら
、
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い
の
か
」

「
会
社
に
き
こ
え
な
い
人
が
入
社
し
た

の
で
、
あ
い
さ
つ
な
ど
の
手
話
、
接
し

方
を
学
び
た
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
望
が
来
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
の
制
定
に
よ
り

聴
覚
障
害
者
へ
の
合
理
的
配
慮
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
な
ど
、
特
に
職
場
よ

り
依
頼
が
増
え
て
い
ま
す
。
「
聞
こ
え

な
い
人
に
出
会
っ
た
と
き
は
ど
う
話
し

た
ら
い
い
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
を
知
り
た
い
」
な
ど
、
企
画
を
考

え
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
当
セ
ン

タ
ー
ま
で
に
ご
連
絡
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
の
国
民
体
育
大
会
（
国
体
）
、

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
10
月
、
栃

木
県
で
「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
大
会
は
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
支
え
ら
れ
て
運
営
さ
れ
ま
す
。
滋
賀
県

で
は
、
昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
「
び
わ

こ
国
体
」
が
開
催
さ
れ
、
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
き
っ
か
け
に
多
く
の
方
が
手
話
に
親

し
み
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
、
「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
滋

賀
県
国
体
が
開
か
れ
ま
す
。
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
支
え
る
国
体
を
ど
の
よ

う
に
運
営
し
て
い
る
の
か
、
滋
賀
県
は
ど

ん
な
準
備
を
す
る
の
か
を
調
べ
る
た
め
に
、

５
月
21
日
22
日
に
栃
木
県
大
会
リ
ハ
ー
サ

ル
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
回
視
察
で
き
た
の
は
、
身
体
障
害
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
と
水
泳
（
身
体
障
害
・
知
的

障
害
）
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
身
体
障

害
・
知
的
障
害
）
の
３
種
目
で
、
い
ず
れ
の

会
場
も
、
障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、

必
要
な
情
報
が
即
座
に
伝
わ
る
工
夫
が
十

分
か
、
ど
ん
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
の
か

を
中
心
に
視
察
を
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
や
体
育
館
で
は
、
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
に
会
場
の
映
像
と
共
に
文
字
や
手
話
が

写
し
出
さ
れ
ま
す
が
野
外
会
場
や
小
規
模

会
場
で
は
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
は
な
く
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
広
い
会
場
を
走
り
、
手
話
や

筆
談
で
伝
え
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
手
話
・
要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
を
行
っ
た
、
と
ち
ぎ
視
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー
を
た
ず
ね
、
大
会
ま
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
経
過
や
ご
苦
労

を
詳
し
く
聞
き
ま
し
た
。
ろ
う
あ
者
や
難

聴
者
、
手
話
通
訳
者
、
要
約
筆
記
者
に
加
え
、

初
め
て
手
話
や
筆
談
を
学
ぶ
県
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
大
会
が
開
催
さ
れ
る
３
年
後

は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
も
収
ま
る
こ
と
を
願

い
つ
つ
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
新
し
い
映

像
・
通
信
技
術
の
導
入
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

２
０
２
５
年
、
滋
賀
県
各
地
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
も

「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
」

情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
注
目
く
だ
さ
い
。

い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体　

い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体　

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
視
察

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
視
察  

（
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ

（
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ

　

手
話
・
要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業
）

　

手
話
・
要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業
）

限られた人数が分散して視察中
アナウンスを文字で伝えています
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滋
賀
県
聴
覚
障
害
者
福
祉
協
会
と
関
係

団
体
で
構
成
す
る
健
康
管
理
委
員
会
の
主

催
で
、
健
康
管
理
講
習
会
が
４
月
16
日
㈯

キ
ラ
リ
エ
草
津
に
て
開
催
さ
れ
、
手
話
通

訳
者
や
要
約
筆
記
者
、
当
事
者
団
体
、
行

政
職
員
等
75
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
は
二
部
構
成
で
、
第
一
部
は
「
手

話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
が
い
き
い
き
と

活
動
す
る
た
め
に
」
と
題
し
て
滋
賀
医
科

大
学
特
任
准
教
授
の
北
原
照
代
氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
度
特

殊
検
診
（
頸
肩
腕
検
診
）
結
果
を
報
告
い

た
だ
き
、
滋
賀
県
の
現
状
と
課
題
を
参
加

者
で
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
、
健
康
障
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
取

組
み
や
検
診
の
意
義
に
つ
い
て
も
丁
寧
に

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
理
学
療
法
士
の
森
田
英
昭

氏
に
よ
る
「
健
康
を
守
る
た
め
の
運
動
療

法
」
と
題
し
て
、
頸
肩
腕
障
害
の
予
防
に

役
立
つ
ス
ト
レ
ッ
チ
を
丁
寧
に
指
導
し
て

い
た
だ
き
、
参
加
者
も
一
緒
に
体
を
動
か

し
ま
し
た
。

　

検
診
結
果
が
反
映
さ
れ
、
健
康
に
仕
事

や
活
動
が
出
来
る
環
境
が
整
っ
て
い
く
よ

う
、
今
後
も
関
係
者
が
集
う
学
習
の
場
を

大
切
に
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　　

２
０
２
２
年
度

２
０
２
２
年
度  

滋
賀
県
手
話
通
訳
者
・

滋
賀
県
手
話
通
訳
者
・

　
　
　

要
約
筆
記
者
健
康
管
理
事
業

　
　
　

要
約
筆
記
者
健
康
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　

『
健
康
管
理
講
習
会
』
開
催

　
　
　
　
　
　
　

『
健
康
管
理
講
習
会
』
開
催

　

５
月
28
日
（
土
）
、
要
約
筆
記
者
養
成
講

座
手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
を
同
時
開

講
し
ま
し
た
。
手
書
き
17
名
、
パ
ソ
コ
ン

11
名
、
計
28
名
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

今
年
度
は
一
部
講
義
を
会
場
と
オ
ン
ラ

イ
ン
受
講
の
選
択
制
、
ま
た
土
曜
日
講
義

の
実
施
と
初
め
て
の
試
み
を
取
り
入
れ
ま

し
た
。
今
ま
で
平
日
の
み
の
講
座
で
受
講

の
難
し
か
っ
た
就
労
中
、
ま
た
遠
方
の
方

か
ら
も
申
込
が
あ
り
年
齢
層
の
幅
も
広
が

り
ま
し
た
。

　

講
師
陣
も
カ
メ
ラ
の
前
で
の
講
義
は
初

め
て
。
目
の
前
の
受
講
生
に
も
、
カ
メ
ラ

の
む
こ
う
の
受
講
生
に
も
わ
か
る
よ
う
、

講
義
の
進
め
方
に
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。

近
年
、
音
声
認
識
な
ど
機
械
に
よ
る
情
報

保
障
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
聴
覚

障
害
を
理
解
し
た
上
で
の
情
報
保
障
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
で
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
そ
の
知
識
・
技
術
を
１
年

間
か
け
て
こ
の
講
座
で
学
び
ま
す
。

　

講
座
期
間
は
５
月
か
ら
来
年
１
月
。
２

月
の
統
一
試
験
合
格
を
目
指
し
ま
す
。

　　

２
０
２
２
年
度

２
０
２
２
年
度

     
     

「
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
」　

を
開
講

「
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
」　

を
開
講

生活訓練事業の目的と生活訓練事業の目的と

　　　　　　事業内容について事業内容について

　当センターは「いきいき情報教室」の

名前で年に５～６回企画しています。

　目的は、生活に関する知識を学んだり、

聴覚障害者に関する施策について知る場

を設けることです。今年度の内容は、び

わこみみの里、湖北みみの里、県聴覚障

害者災害地域救援本部との共催を企画し

ています。

　また、青年層との計画、障害者情報ア

クセシビリティ・コミュニケーション施

策推進法の学習も計画しています。開催

方法は、座学だけでなく、調理や防災訓

練を取り入れて、身体を動かして実践で

きるものを取り入れています。開催地域

は、皆さんが参加しやすいように湖北や

湖東などにも出向いています。



11

タツノオトシゴ
　私には、京都の東寺の近くにお気に入りの映画館があり、映画館のそばに映画を見る前か後に寄るファストフード

店がある。

　先日、そのファストフード店で上映時間待ちをしていると、この店では、お見かけしたことのないような後期高齢

者のご婦人グループがいらした。ご婦人方は、揃って期間限定エビカツバーガーを召し上がりながら、おしゃべりさ

れている。とっても楽しそう、そして、朝から揚げ物なんて、とってもお元気そうだ。また、コロナウィルスなんて

どこ吹く風、である。ご婦人方は、毎月 21 日に東寺に集合し、お参りして、弘法市を廻り、ここでおしゃべりをす

るという、ひと月に一度のイベント中のようだ。

　高齢になってからの素敵な時間の持ち方に、是非私もあやかりたいと思った。

　早速、今後の目標連絡と友人達に LINE した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(U・K )

きこえについて相談できますきこえについて相談できます

7月 8月 9月
2 手話養成Ⅰ開講式 2 子ども事業 3 手話通訳Ⅰ講義
子ども事業 手話通訳Ⅰ 手話通訳士養成

5 手話トレーニング 3 手話通訳Ⅰ 要約筆記者養成 キラリエ
手話通訳Ⅰ　 5 子ども事業 手話通訳Ⅱ キラリエ

6 手話通訳Ⅰ 6 子ども事業 6 手話トレーニング
9 子ども事業 要約筆記者養成 キラリエ 手話通訳Ⅰ
手話通訳Ⅱ講義 手話通訳Ⅱ キラリエ 7 手話通訳Ⅰ
要約筆記者養成 キラリエ 7 法人職員合同研修 10 手話現任研修

12 手話通訳Ⅰ　 13 要約筆記者養成
13 手話通訳1 9 要約筆記者養成 手話通訳Ⅰ
14 要約筆記トレーニング 手話通訳Ⅰ
16 子ども事業 10 手話通訳Ⅰ 14 手話通訳Ⅰ

要約筆記者養成 キラリエ 13 手話通訳Ⅱ キラリエ 要約筆記トレーニング
19 手話通訳Ⅰ　 17 手話通訳Ⅰ 15 子ども事業
20 手話通訳Ⅰ 23 要約筆記者養成 17 手話通訳Ⅱ講義
23 きこえの相談 手話通訳Ⅰ 20 手話通訳Ⅰ

手話通訳Ⅰ講義 24 手話通訳Ⅰ 子ども事業
26 要約筆記者養成 27 きこえの相談 21 手話通訳Ⅰ

手話通訳Ⅰ　 手話通訳Ⅰ講義 24 きこえの相談
27 手話通訳1 手話通訳士養成 27 要約筆記者養成
30 手話通訳士養成 手話通訳Ⅱ キラリエ 手話通訳Ⅰ

手話通訳Ⅱ キラリエ 28 要約筆記登録者研修 28 手話通訳Ⅰ
30 手話通訳Ⅰ 29 子ども事業
31 手話通訳Ⅱ

手話通訳Ⅰ昼コース　水曜日、夜コース　火曜日
予定は変更になる場合があります。

センター行事予定表（7月～9月）

センターだより 105号 
 
ききここええににつついいてて相相談談ででききまますす  
  
きこえの相談事業 
滋賀県立聴覚障害者センターでは、聞こえについての相談を受け付けています。 
最近テレビの音が大きくなった、会話が聞き取りにくくコミュニケーションが不安だ、補聴器が

合わないなどのお悩みに対し、聴力検査の実施、補聴器の適合、語音明瞭度検査、コミュニケーシ
ョンの悩み事をお聞きするなど、聴覚言語士が丁寧に対応いたします。 

70代、80代の方の相談が多く、補聴器を付けているけど聞き取れない不便や、家族やご近所との
コミュニケーションの不安をサポートしています。 
また、乳幼児や学童児の親御さん、就職先でお困りの若年層の相談も受け付けています。 
相談日は以下のとおりです。 

日時 会場 
2022年 
7月23日（土）・8月27日（土） 
9月24日（土）・10月15日（土） 
2023年 
2月25日（土）・3月18日（土） 
 ＊いずれも 10時～11時～13時～15時～ 
  おひとり45分間 

滋賀県立聴覚障害者センター（草津市） 

2022年11月26日（土） びわこみみの里（守山市） 
2023年1月28日（土） 湖北地域で開催予定 

相談は無料です 事前予約が必要です、聴覚障害者センターへお問合せください TEL077-561-6111 FAX077-565-6101 

 

｝


